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要          旨 

〔請願の理由〕 

東京都は、10月17日「民間社会福祉施設サービス推進費補助事業」再構築案を正式

提示しました。その内容は、①都として望ましいサービス水準を確保するために必要

な補助、②努力が報われる加算とし、基本的な施設運営を国の措置費・運営費・支援

費で行えるとしています。しかし、この再構築案では、どの種別でも大半の施設にと

って、大幅な減額となります。とりわけ保育所への影響は著しいものがあります。 



現場では、人員配置の削減や非常勤職員の比率の増加や不払い残業等が次々起きて

いる状況が明らかにされてますます厳しい状況です。 

東京都は、大都市であることも踏まえ、国の制度では不十分なところを引き上げる

べく、都の独自補助を行い、処遇水準を高めてきました。特に旧来のＢ経費と言われ

る職員の経験加算のための補助制度は職員の定着率を高め、保育の質向上につながっ

てきました。再構築案はこの制度の考えを引き継がないばかりか、補助額全体として

も大幅な削減となっています。このまま推移すれば職員の賃金低下につながり、経験

のある職員を雇い続けることができなくなります。近年、福祉・保育施設に求められ

る専門性はますます高まり、再構築案がこのまま実施されれば、今まで築き上げてき

た福祉・保育水準の低下は必至です。 

言うまでもなく、福祉・保育職場は、子ども・高齢者・障害者等人間を育て生活を

支援するところです。利用者に心を寄せ、人権を守るしごとです。住民の福祉・保育

要求にこたえ、請願趣旨をご理解いただき、以下のことを要望します。 

〔請願項目〕 

１ 現行の福祉・保育水準・質を守り、さらに充実してください。 

２ 「民間社会福祉施設サービス推進費補助事業」の再構築に当たっては、現行の福

祉・保育水準と質を維持したものとなるよう、東京都に意見を上げてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


